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人工光合成によるプラスチック原料製造
ー日本発の技術でグリーン革命をー

2022年11月4日
NEDO 材料・ナノテクノロジー部

伊藤 智行

・背景と目的
・これまでの研究成果
・社会実装に向けての課題

【資料３－１】
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メタノール合成の反応分離プロセス開発

分離膜の開発、触媒形状等の最適化
⇒ 工業利用可能な膜型反応器の開発

今後の課題

反応分離のコンセプト検証に成功
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(出典)
NEDO/ARPChem人工光合成Pj成果報告会(2022.1.25)資料掲載図、
ARPChem2021年度成果報告書の掲載図より
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実用化のイメージ図

CO2調達が容易でプラスチック製造工場も近いコンビナート近傍等に設置の可能性

(出典)
NEDO/ARPChem人工光合成Pj成果報告会(2022.1.25)資料掲載図より


